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−第3回（2月）定例会−

凡例 : 賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

ܾٞ݁Ռ�ٞһࢍ൱ 令和7年 第3回 仙北市議会定例会（招集日：2月25日 最終日：3月19日）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

新
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ん
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会
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亮

議案第23号 仙北市田沢湖活性化センター条例を廃止する条例制定について 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

議案第25号 仙北市角館西宮家条例を廃止する条例制定について 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛

議案第26号 令和７年度仙北市一般会計予算 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 反 賛 賛 賛

議案第28号 令和７年度仙北市国民健康保険特別会計予算 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

議案第5７号 仙北市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例制定について 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 反 反 賛

議案第６０号 工事請負契約の締結について 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和７年 第３回定例会が２月 25 日から３月 19 日まで 23 日間の会期で開催され、令和７年度当初予算や令和６年度
一般会計補正予算などの予算関係 26 件、条例関係 23 件、指定管理者関係２件、その他２件、人事関係４件、議員提出
議案３件の計 60 件が審議され、すべての議案が可決されました。令和７年度は仙北市が誕生して 20 周年であり、９月
に記念式典が開催されます。

˙ୈ̏ճ�ఆྫձͰՄܾ͞ΕͨओͳٞҊ
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ཁ　仙北市角館上野庁舎改修工事֓ࣄ
　　　　　・庁舎棟改修：建築、電気、機械、各１式  延べ面積 3,419.58㎡
　　　　　・風除室・車寄せ：鉄骨造平屋建 - 増築１式 延べ面積 63.00㎡
　　　　　・自転車置場：鉄骨造平屋建 - 増築１式 延べ面積 13.35㎡
)　瀧神・小松・寺沢特定建設工事共同企業体（代表者　ऀۀܖ 株 ) 瀧神巧業）
ܖ  ֹ　８億 9,320 万円（税込価格）※入札率 99.95％
令和７年３月から令和８年１月　ظɹɹ 30 日まで　※２月の開庁を予定
ೖࣜํࡳ　条件付一般競争入札（秋田県電子入札システム）

ٞһఏग़ٞҊ
ʮ৬һͷෆࠜࣄઈΛٻΊΔܾٞʯΛఏग़
　初日に、議員全員の連名による議員提出議案第１号

「市職員の不祥事の根絶を求める決議」を提出し、市
長の猛省と市職員への徹底した綱紀の粛正を求めた。
１．綱紀の保持と服務規律確保の強化
２．統括責任において不祥事を根絶するための管理体

制の一層の強化
３．市長を含む職員各位の責任の自覚
※市長に市民の信頼回復に努めるよう強く求める。

令和７年２月５日、本市職員が酒気を帯びた状態で
秋田市内を車で運転して２台の車と衝突し、ケガを
負わせ現行犯逮捕された。（2/18 付懲戒免職）

˙બڍͷ։ථʹ͔ࣗΒථॴ·ͰλΫγʔͰͷແྉૹܴΛ࣮ࢪ⽏
　市民の投票機会の確保と投票率向上を目指し 4/6 の秋田県知事選挙から実施

ٞҊୈ��߸ࢢ�ɾ෭ࢢͷڅྉΛڅࢧֹݮ
　市職員の酒気帯び運転事案（左記参照）に対し、
組織の長としての自らの責任を重くみて、市長の給
料月額の 10 分の２を１ヶ月、副市長の給料月額の
10 分の１を１ヶ月、それぞれ減額して支給するた
めの条例改正を賛成多数で可決しました。

現行の給与 減　額 減額後の給与

市　長 850,000円 170,000円
( △ 20％ ) 680,000円

副市長 638,000円 63,800円
( △ 10％ ) 574,200円
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　令和７年度の当初予算は、角館上野庁舎改修や旧角館総合病院解体などの大規模事業があり、過去最大の予算額にな
りました。人口減少対策や地域経済活性化の促進とともに市民生活を維持するため、国県補助金や合併特例債などの有利
な財源、ふるさと納税などを最大限に活用し、不足分の予算は財政調整基金を活用して調整したとの説明がありました。

令和7年度 一般会計当初予算の主な事業
　令和７年度の事業は、仙北市が抱える人口減少や少子高齢化などの危機的状況を克服するため、子育て支援、少子対策、個
性を生かした地域づくりや関係人口の拡大に重点を置いた予算になっております。
　具体的には、全園児の保育料、主食・副食費の無償化、高校生までの医療費無料化、インターナショナルスクール誘致事業、
移住体験事業や角館高校への留学推進事業などを計画しています。

239億7,700万円239億7,700万円

地方交付税
8,580,000千円
（35.78%）

国庫支出金
1,797,647千円
（7.50%）

市税
2,688,912千円
11.21%

市債
2,892,100千円
（12.06%）

地方消費税交付金
689,780千円
（2.88%）

地方譲与税
304,652千円
（1.27%）

その他
95,736千円
（0.40%）

県支出金
1,130,378千円
（4.71%）

自主財源
35.40%

依存財源
64.60%

使用料及び手数料
269,928千円
（1.13%）

繰入金
3,049,031千円（12.72%）

諸収入
926,455千円
（3.86%）

寄付金
1,508,341千円（6.29%）

財産収入
34,214千円（0.14%）

歳入
（財源別）

その他
62,000千円
（0.2%）

分担金及び負担金
9,825千円
（0.04%）

239億7,700万円

人件費
3,688,307千円
（15.38%）

扶助費
2,369,276千円
（9.88%）

物件費
2,863,481千円
（11.94%）

投資及び出資金
319,571千円（1.33%）

積立金
1,670,862千円
（6.97%）

補助費等
5,282,555千円
（22.03%）

繰出金
1,522,973千円

（6.35%）

公債費
2,092,374千円
（8.73%）

普通建設事業費
3,172,327千円
（13.23%）

義務的経費
33.99%

投資的経費
13.23%

その他経費
52.78%

予備費
30,000千円（0.13%）

貸付金
351,700千円（1.47%）

維持補修費
613,571千円
（2.56%）

災害復旧事業費
3千円（0.00%）

歳出
（性質別）

令和7年度 一般会計当初予算 過去最大 239億7,700万円

事　　　業　　　名 事業費（千円） 事　　業　　の　　概　　要
角館上野庁舎整備事業 1,699,513 旧角館総合病院解体、角館上野庁舎整備事業による庁舎機能の集約を実施
防災行政無線維持管理費 16,119 ＬＩＮＥ等を活用した防災情報発信の新システムの維持管理費
内陸線への補助金＆利活用事業費負担
金等 77,464 内陸線の運行維持の補助金や連携協議会の負担金等（対前年△ 14,250 千

円）
市政２０周年記念式典開催事業費 2,000 ９月１４日に記念式典及び記念講演会を開催

インターナショナルスクール誘致事業 12,112 ９月開校に向けバックアップを強力に推進。交流人口の増加や雇用の拡大
による地域活性化

角館高校地域みらい留学推進事業費 2,349 角館高校と共同で県外からの入学受入れを推進する。令和８年度からの実
施を目指す

地域運営体活動推進費交付金 20,340 地域での課題解決に向け地域運営体への支援を継続する（対前年 同額）
育児支援金給付事業費 2,162 １歳児＆２歳児に 15,000 円を現金支給し子育て世帯を支援する

妊婦のための支援給付事業費 8,048 妊娠届出時５万円、出生届出時５万円の合計 10 万円を支給し子育て世帯
を支援する

あきた出産おめでとう給付金支給事業 1,600 出生届出を行った家庭に出産祝金として秋田県から２万円を支給する
すこやか子育て保育料助成事業 33,393 全園児の保育料及び副食費を無償化する
就学前教育・保育施設等主食費無償化
事業 1,914 全園児の主食（米飯）の無償提供を行い、育児に係る保護者の負担を軽減

する
福祉医療費 205,033 ０歳児から高校生までの医療費及び障がい者の医療費の自己負担分を助成する

高齢難聴者補聴器購入費助成事業費 1,105 ６５歳以上の補聴器購入費を助成（住民税非課税世帯２万５千円、課税世
帯２万円）

多面的機能支払交付金事業 172,065 農地・農業用施設の保全や地域全体の保全管理の取り組み強化を図る

有害鳥獣駆除事業 10,662 クマの対応策強化及び増加するイノシシの侵入防止柵費用の補助やシカ対
策も強化する

冬期交通対策費 532,879 冬期の除雪費を当初予算に計上

小規模分散型給水設備調査事業負担金 1,840 分散している住宅での水循環システムの実証実験に係る経費の一部を負担
する

校内教育支援センター運営事業費 3,466 角館中学校に教室以外の居場所として「校内教育支援センター」を設置す
る

特別会計及び企業会計への補助金 2,391,141 病院事業へ 11 億円、下水道事業へ 6 億 5,000 万円、にしき園へ 1 億
680 万円などを支出

一般会計市債（借金）残高 220億5,563万円 令和６年度末見込みは 212 億 229 万円なので約 8 億 5,000 万円増加
財政調整基金（貯金）残高 4億692万円 令和７年度の当初予算編成後の見込み額であり令和６年度決算後変動有り

※インターナショナル誘致事業費 (12,112 千円 ) と高度外国人材等受入促進事業費 (9,867 千円 ) の事業に対する国の補
助金が令和６年度に交付されたことから、最終日に「令和７年度一般会計補正予算 ( 第１号 )」で減額が可決されました。



令和6年度一般会計補正予算額 ９億３,７６３万５千円を可決
累計２６３億４８０万８千円に

݄̎ͷେઇʹΑΓ̎ͷ૿ֹɹআઇඅ͕̒ԯ����ສԁʹ

˗ౙަظ௨ରࡦඅʢআઇඅʣʹ͍ͭͯ
࣭　今回２度目の増額補正であるが、もっと余裕をもった当初予算にするべきではないか。いっ

たい除雪費は一晩でいくらかかるのか。
ห　過去の実績を基に算出している。当初予算は４億 8,396 万円だったが、２月９～ 10 日、２月

19 ～ 22 日に想定を上回る降雪により増額が必要となった。仙北市内を除雪車がフル出動し
た場合、１回で 1,150 万円かかる。

ྩ̒Ұൠձิܭਖ਼༧ؔࢉ࿈ͷओͳ࣭ٙ

˙ྩ̒Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉ	ୈ��߸ɾୈ��߸ɾୈ��߸
ͷओͳۀࣄ

冬期交通対策費 6,500万円 ２月の大雪により２度目の増額（１度目は 2/3 臨時会で 9,770 万
円増額した）

地籍調査事業費 2,460万円 令和６年度の国の補正予算に伴う事業費の計上

生活バス路線対策費 1,796万円 生活バス路線の実績確定に伴う運行維持費補助金の不足分を羽
後交通に支払う（乳頭線）

農地集積加速化基盤整備事業費 1,410万円 神代地区農地集積加速化基盤整備事業費の負担金

農地中間管理機構関連ほ場整
備事業費 7,000万円 中川地区及び大瀬蔵野地区圃場整備事業費の負担金

公立学校冷房設備臨時交付金
事業費 12万円 白岩コミュニティセンター有償貸与に係る補助金の国庫納付金

水道事業会計補助金 5,091万円 地方公営企業繰出基準に基づく水道事業会計補助金の増額

病院事業会計補助金 2億8,728万円 市立病院事業の経営支援のための補助金の増額（累計で11億円）

ふるさと納税寄付金 3億円 ふるさと仙北応援基金に積立（令和６年度の累計が 39億円に
なる）

ふるさと納税への返礼品等の経費 1億5,765万円 ふるさと納税に対する返礼品や送料、サイト料など

第１回臨時会（１/２０開催）
ྩ̒Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉ 	ୈ ��߸ 
 ΛՄܾ
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　第１回臨時会が１月 20 日に開催されました。ふるさと
納税寄付金の６億円追加や物価高騰対策事業費などが審議
され、全会一致で可決されました。

◇ふるさと納税寄付金 6億円
→ふるさと仙北応援基金に積立（R6累計で 36億円）

◇ふるさと納税への返礼品等の経費 3億1,530万円
一人 4,000 円の商品券 (課税世帯 ) 8,460万円
→４月中旬頃配付→使用期間は 5/1 ～ 8/31

◇障害者支援施設に光熱水・食材の補助金 236万円
◇介護保険施設に光熱水・食材の補助金 2,538万円
◇はなさき仙北へ給食食材の補助金 151万円
◇肉用牛繁殖農家に経営安定対策補助金 165万円
→１万円× 165頭

第２回臨時会（２/３開催）
ྩ̒Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉ 	ୈ ��߸ 
 ΛՄܾ
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　第２回臨時会が２月３日に開催されました。除雪車
の出動回数増加による除雪費の増額や１月の新型コロ
ナのクラスター発生によるにしき園での薬品購入増加
に伴う繰出金を盛り込んだ令和６年度一般会計補正予
算 ( 第 12 号 ) が審議され可決されました。

◇冬期交通対策費の増額（除雪費） 9,770万円
→当初予算が４億 8,396 万円で累計５億 8,166 万円
になる

◇介護保険特別会計に繰出金の増額 297万円
→にしき園での新型コロナのクラスター発生に伴う医
薬品購入費を一般会計からの繰出金で賄う

仙北市議会だより 4



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより5

新
成
せ
ん
ぼ
く

西
宮

三
春
議
員

蒼
生
会

小
林

幸
悦
議
員

８
人
の
提
言

ああああああああ
ああああああああ

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

質
問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
要

件
は
、
現
状
で
は
育
児
休
業
中
に
利
用

が
で
き
な
い
。
母
体
の
回
復
・
育
児
に

専
念
で
き
る
大
切
な
期
間
へ
の
配
慮
に

欠
け
る
た
め
、
早
急
に
入
会
要
件
を
見

直
す
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

答
弁

家
庭
の
事
情
や
保
護
者
の
事
情

等
が
一
律
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
本
当

に
困
っ
て
い
る
方
々
に
届
く
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

令
和
７
年
度
こ
ど
も
園
・
保
育

園
入
園
に
対
す
る
市
の
対
応
に

つ
い
て

質
問

入
園
を
申
し
込
ん
だ
家
庭
が
定

員
に
関
係
な
く
受
け
入
れ
不
可
と
な
っ

た
事
案
に
対
し
、
経
緯
と
市
民
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

園
児
数
を
鑑
み
、
園
で
の
給
食

調
理
か
ら
外
部
搬
入
へ
の
切
り
換
え
を

検
討
し
た
た
め
、
離
乳
食
提
供
が
困
難

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
第
２
希
望
の

園
へ
お
願
い
し
た
が
、
園
内
調
理
を
継

続
し
入
園
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
。
対
象
地
域
の
皆
様
と
意
見
交
換
や

意
思
の
疎
通
を
図
る
べ
き
だ
っ
た
。

質
問

入
園
の
面
接
の
中
で
「
入
園
で

き
な
か
っ
た
場
合
ど
う
す
る
の
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、
傷
つ
い
て
い
る
保

護
者
が
い
る
。
質
問
に
配
慮
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
か
。

答
弁

質
問
す
る
際
、
職
員
の
配
慮
が

足
り
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
よ
り
一
層

丁
寧
な
説
明
、
保
護
者
の
立
場
に
立
っ

た
話
し
方
に
改
め
て
い
く
。

仙
北
市
民
歌
に
つ
い
て

質
問

仙
北
市
誕
生
か
ら
20
年
を
迎
え

る
が
、
市
民
が
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

取
り
組
み
は
。

答
弁

市
民
の
皆
様
と
市
民
歌
を
歌
う

こ
と
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
今
後
の

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

◆
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
の
令
和
７
年
度

の
具
体
的
な
活
用
は

田
口
市
長
の
二
期
目
の
出
馬
は

質
問

田
口
市
長
は
、
厳
し
い
財
政
の

立
て
直
し
の
た
め
様
々
な
こ
と
に
取
組

ま
れ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
円
安
に
よ
る
物
価
上
昇
等

に
よ
り
市
民
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
長
い

間
待
ち
望
ん
で
い
た
旧
角
館
病
院
の
解

体
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

の
誘
致
は
明
る
い
話
題
で
は
あ
る
が
、

こ
の
先
も
厳
し
い
市
政
運
営
が
求
め
ら

れ
る
と
思
う
。

田
口
市
長
は
次
期
市
長
選
に
立
候
補
し

二
期
目
を
目
指
す
の
か
伺
う
。

答
弁

こ
れ
ま
で
市
長
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
は
、
市
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご

理
解
や
ご
指
導
、
職
員
の
協
力
に
よ
っ

て
何
と
か
前
に
進
ん
で
い
る
と
振
り

返
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
も
あ
っ
た
が
、
毎
年
の
よ
う
に

発
生
す
る
自
然
災
害
に
は
、
災
害
か
ら

市
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
と
い
う
こ

と
で
駆
け
抜
け
て
来
た
３
年
４
カ
月

だ
っ
た
。

現
状
、
任
期
を
ま
だ
８
カ
月
残
し
て

お
り
、
出
馬
に
つ
い
て
の
判
断
は
時
期

尚
早
と
考
え
て
い
る
。
直
面
し
て
い
る

課
題
解
決
に
傾
注
し
、
残
り
の
任
期
を

全
力
で
全
う
し
た
い
。

税
以
外
の
債
権
回
収
に
つ
い
て

質
問

税
以
外
の
債
権
を
一
元
化
し
、

債
権
回
収
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
市
で
は

検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答
弁

債
権
管
理
の
一
元
化
に
よ
る
徴

収
体
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
の
収

納
推
進
課
発
足
時
に
検
討
さ
れ
た
が
、

税
以
外
の
債
権
に
つ
い
て
の
経
緯
や
回

収
等
の
対
応
が
各
担
当
部
署
で
異
な
っ

て
お
り
、
一
元
化
の
管
理
は
で
き
て
い

な
い
。

今
後
は
、
各
部
署
に
お
い
て
債
権
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
収
納
推
進
課
に
移

管
す
る
な
ど
し
て
、
効
率
的
な
債
権
回

収
に
取
り
組
み
た
い
。

■田口市長の１期目に解体が始まった
　旧角館総合病院

■早速要綱が拡充された
　放課後児童クラブ
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日
本
共
産
党

平
岡

裕
子
議
員

澤
田

雅
亮
議
員

８
人
の
提
言

質
問

宿
泊
税
は
本
来
、
財
政
難
へ
の

補
填
で
は
無
い
為
、
ど
の
よ
う
に
考
え

事
業
者
に
説
明
す
る
か
。

答
弁

目
的
税
な
の
で
財
政
状
況
を
改

善
す
る
為
の
収
入
と
は
し
な
い
。
観
光

資
源
の
向
上
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
投

資
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
丁
寧
に
宿

泊
施
設
や
組
合
に
説
明
し
て
い
き
た

い
。

市
民
福
祉
部
に
つ
い
て

質
問

病
児
保
育
の
現
状
と
方
向
性

は
。

答
弁

令
和
９
年
度
に
角
館
総
合
病
院

内
の
空
き
病
棟
を
活
用
し
改
修
に
着
手

す
る
予
定
で
検
討
し
て
い
る
。

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
に
つ
い
て

質
問

外
務
省
が
展
開
し
て
い
る
ジ
ャ

パ
ン
ハ
ウ
ス
の
有
効
活
用
方
法
は
。

答
弁

現
在
一
部
の
事
業
者
が
活
用
さ

れ
て
い
る
が
、
相
談
頂
け
れ
ば
ど
の
事

業
所
で
も
対
応
す
る
。
民
間
の
事
業
者

と
一
緒
に
協
力
し
取
り
組
め
た
ら
と
思

う
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
災
害
時
の
情
報
伝
達
効
率
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て

◆
マ
ル
福
や
保
育
園
の
更
新
手
続
き
を

自
動
更
新
に
で
き
な
い
か

２
０
２
５
年
度
部
局
経
営
方
針

シ
ー
ト
へ
の
質
疑

総
務
部
に

つ
い
て

質
問

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
人
材
を

育
て
、
確
保
、
適
材
適
所
を
行
い
特
定

の
職
員
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
配
慮
を

行
う
の
か
。

答
弁

若
手
職
員
は
３
年
か
ら
５
年
の

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
中
堅
職
員

は
将
来
の
役
職
等
を
見
据
え
た
配
置
に

し
、
専
門
性
・
多
面
的
な
部
分
を
強
化

し
て
い
く
。

質
問

女
性
の
多
様
な
ポ
ス
ト
の
具
体

的
役
職
は
ど
こ
か
。

答
弁

男
女
共
、
適
材
適
所
に
配
置
す

る
必
要
も
あ
り
、
管
理
職
へ
の
登
用
も

考
え
る
。
現
段
階
で
は
、
議
会
へ
参
与

す
る
女
性
管
理
職
を
検
討
中
で
面
談
等

を
行
な
っ
て
い
る
。

企
画
部
に
つ
い
て

質
問

角
館
高
校
と
の
地
域
未
来
留
学

制
度
の
企
画
の
内
容
は
。

答
弁

角
館
高
校
の
魅
力
を
活
か
し
、

他
県
か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
取
り
組
み

と
な
る
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
誘
致
事
業
に
つ
い
て

質
問

２
月
14
日
締
結
の
協
定
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁

①
市
が
学
校
の
設
立
に
協
力

し
、
学
校
側
は
設
立
を
実
行
す
る
こ
と

②
学
校
に
よ
る
周
辺
の
環
境
へ
の
配
慮

③
地
元
企
業
の
活
用
や
地
域
住
民
の
雇

用
④
地
域
と
の
交
流
支
援
な
ど
市
が
学

校
の
円
滑
運
営
に
協
力
す
る
こ
と
を
定

め
て
あ
る
。

質
問

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
と
は
何
か
。

答
弁

各
種
学
校
の
認
可
で
あ
る
。
９

月
に
白
岩
校
開
校
を
目
指
し
て
い
る

が
、
認
可
さ
れ
な
け
れ
ば
、
９
月
開
校

が
危
ぶ
ま
れ
る
。
ま
た
、
本
校
舎
の
位

置
が
、
史
跡
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。

質
問

学
校
設
立
後
に
、
地
域
へ
の
経

済
効
果
を
年
間
７
億
８
千
万
円
と
予
測

し
て
い
る
が
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
期

間
を
ど
れ
く
ら
い
と
み
て
い
る
の
か
。

答
弁

田
沢
湖
畔
に
６
０
０
人
規
模
の

学
校
が
で
き
た
場
合
の
試
算
で
あ
る
。

白
岩
小
学
校
の
仮
校
舎
か
ら
始
め
、
３

年
か
ら
５
年
か
け
て
湖
畔
へ
移
転
し
、

定
員
に
達
す
る
に
は
更
に
数
年
か
か
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

角
館
西
宮
家
の
今
後
に
つ
い
て

質
問

Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
に
維
持

管
理
を
委
ね
、
宿
泊
施
設
開
業
を
決
定

前
に
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
を
行
う

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

答
弁

田
沢
湖
角
館
観
光
協
会
・
Ｊ
Ｒ

東
日
本
秋
田
支
社
・
仙
北
市
３
者
で「
仙

北
市
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
連
携
協
定
書
」を
締
結
し
て
お
り
、

令
和
２
年
３
月
、
二
つ
の
蔵
を
改
装
し

て
開
業
し
た
「
和
の
ゐ
角
館
」
に
続
き
、

令
和
３
年
か
ら
全
体
の
活
用
が
可
能
か

検
討
を
重
ね
て
き
た
。
方
向
性
が
あ
る

程
度
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
説
明
会
を
開

催
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
生
活
環
境
消
防
力
向
上
の
た
め
に
分

団
へ
の
活
動
支
援
に
つ
い
て

◆
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て ■まもなく、町なかから消えて

　しまう西宮家のお店
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田
口

寿
宜
議
員

新
成
せ
ん
ぼ
く

小
田
島
広
仁
議
員

８
人
の
提
言

ああああああああ
ああああああああ

病
院
の
経
営
改
善
対
策
に
つ
い
て

質
問

角
館
病
院
の
病
棟
再
編
、
実
施

時
期
、
財
政
改
善
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

病
棟
再
編
は
、
現
行
の
４
病
棟

か
ら
３
病
棟
に
、
病
床
数
は
、
１
７
０

床
を
１
４
６
床
と
す
る
案
を
提
示
し

た
。
時
期
に
つ
い
て
は
７
月
１
日
に
施

行
し
た
い
。
収
支
の
改
善
効
果
は
、
夜

間
看
護
手
当
等
で
年
７
８
０
万
円
の
削

減
、
診
療
単
価
の
増
に
よ
り
、
年
約

８
０
０
万
円
の
増
収
が
期
待
で
き
る
。

質
問

田
沢
湖
病
院
の
病
床
機
能
見
直

し
等
と
救
急
告
示
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

現
在
は
、
障
が
い
者
施
設
等
一

般
病
棟
の
運

営
だ
が
、
６

月
を
目
途
に

疾
患
の
制
限

を
受
け
ず
に

入
院
で
き
る

よ
う
に
病
床

機
能
の
見
直

し
を
図
っ
て

い
く
。

救
急
告
示

に
つ
い
て
は
、

救
急
医
療
体

制
の
構
築
を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
秋
田
県

地
域
医
療
構
想
と
の
整
合
性
を
図
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
研
修
等
も
実
施
し
て
い

く
。

法
定
外
目
的
税
導
入
に
つ
い
て

質
問

法
定
外
目
的
税
導
入
の
進
捗
状

況
、
今
後
の
進
め
方
、
活
用
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁

財
政
健
全
化
庁
内
検
討
委
員
会

で
方
向
性
を
検
討
し
て
お
り
、
宿
泊
事

業
者
に
意
見
を
伺
う
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
は
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
ち
、
導
入
時
期
を
明
確
に
定
め

た
い
。

活
用
内
容
に
つ
い
て
は
、
観
光
業
の

方
々
の
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

答
弁
（
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）
現

在
、
第
３
次
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、
内
容
を
確
認
・
検
討
す
る
観

光
振
興
計
画
推
進
協
議
会
に
、
宿
泊
事

業
者
の
方
々
も
出
席
し
て
い
る
。
こ
の

協
議
会
で
も
宿
泊
税
導
入
の
在
り
方
を

形
に
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
市
長
が
掲
げ
る
市
政
理
念
「
幸
福
度

全
国
No.
１
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

◆
移
住
定
住
事
業
の
実
績
、
課
題
、
来

年
度
の
方
向
性
等
に
つ
い
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

質
問

職
場
内
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
状
況
及
び
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

答
弁

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
昨
年
末
に

実
施
し
、
職
員
の
意
識
や
実
態
を
把
握

し
た
上
で
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
体
を
小

突
く
」
や
「
人
前
で
の
感
情
的
な
叱
責
」

な
ど
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
す
べ
き
事
案

が
数
％
見
受
け
ら
れ
た
。

質
問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
に
向

け
、
特
別
職
・
議
員
も
対
象
に
含
め
た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
を
制
定
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

ご
指
摘
の
特
別
職
・
議
員
も
対

象
に
し
た
条
例
制
定
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
に
有
効
と
考
え
る
。
他
自
治

体
の
条
例
等
も
研
究
し
、
今
後
の
対
策

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

令
和
７
年
度
の
施
政
方
針
か
ら

質
問

本
市
で
は
、
様
々
な
子
育
て
支

援
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
出
生
数
が
伸

び
て
こ
な
い
現
実
が
あ
る
。
新
た
に
策

定
し
た
「
仙
北
市
こ
ど
も
計
画
」
で
は
、

こ
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
良
い

方
向
に
導
い
て
い
く
の
か
。

答
弁

新
た
な
子
育
て
支
援
施
策
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
い
、
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
施
策
の
費
用
対
効
果

を
見
極
め
、
支
援
策
の
変
更
、
拡
充
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

移
住
定
住
と
関
係
人
口
推
進
や

高
度
外
国
人
材
等
受
入
促
進
事
業
等
は

重
要
で
あ
る
が
、
県
外
に
出
て
い
る
本

市
出
身
の
若
者
が
帰
っ
て
来
て
、
し
っ

か
り
と
生
業
を
営
め
る
環
境
を
創
る
事

も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

本
市
出
身
者
へ
属
性
別
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
実
態
を
把
握
し
た
上

で
、
例
え
ば
、
高
校
３
年
生
の
い
る
ご

家
庭
な
ど
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
子
育
て
環
境

や
余
暇
活
動
な
ど
の
環
境
づ
く
り
も
必

要
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
国
立
・
国
定
公
園
の
候
補
地
に
つ
い

て

■救急告示医療機関を目指す田沢湖病院

■効果が期待され
る新たな子育て
支援施策
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蒼
生
会

高
橋
輝
彦
議
員

蒼
生
会

門
脇

晃
幸
議
員

８
人
の
提
言

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
に
つ

い
て

質
問

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
25
億
円
も
投
入
し
、

職
員
の
給
料
ま
で
も
充
当
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
が
廃
止
と
な
れ
ば
、
す
ぐ
に

財
政
破
綻
で
は
な
い
か
。

答
弁

指
摘
の
通
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

が
な
け
れ
ば
予
算
が
組
め
な
い
状
況
に

あ
る
。
令
和
７
年
度
は
、
旧
角
館
病
院

解
体
・
角
館
上
野
庁
舎
改
修
、
北
部
斎

場
改
修
、
市
長
選
挙
な
ど
の
事
業
費
増

加
で
予
算
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

質
問

厳
し
い
財
政
状
況
の
一
因
に
特

別
会
計
と
企
業
会
計
へ
の
24
億
円
近
い

補
助
金
等
の
支
出
が
あ
る
が
改
善
策

は
。

答
弁

病
院
事
業
は
11
億
円
の
補
助
金

を
出
し
て
も
、
令
和
６
年
度
決
算
で
資

金
不
足
比
率
が
20
％
を
超
え
る
。
今
後

は
抜
本
的
な
経
営
改
善
が
義
務
付
け
ら

れ
る
。
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
改
善

が
急
務
で
あ
る
。

角
館
物
産
協
会
の
使
用
料
に
つ

い
て

質
問

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
、
仙
北

市
の
観
光
振
興
と
産
業
振
興
を
担
っ
て

い
る
角
館
物
産
協
会
の
使
用
料
が
、
な

ぜ
売
上
げ
の
６
・
18
％
も
徴
収
す
る
の

か
。
販
売
委
託
で
は
な
い
の
で
、
市
の

行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
使
用
料
（
定

額
）
を
適
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

こ
れ
ま
で
何
十
年
も
旧
角
館
町

の
取
り
決
め
で
継
続
し
て
き
た
が
、
今

の
実
情
を
鑑
み
る
必
要
が
あ
る
か
と
思

う
の
で
、
物
産
協
会
と
腹
を
割
っ
て
協

議
し
、
一
番

い
い
形
に
し

た
い
と
思
っ

て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
白
岩
校
の
成
功
を

質
問

開
校
当
初
だ
け
で
も
、
英
語
の

話
せ
る
市
職
員
を
事
務
室
に
配
置
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
企
画
部
長
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
側
に
配
置
し
て
い
た
だ

く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
参
議
院
議
員
選
挙
ま
で
バ
ス
等
で
の

移
動
投
票
所
を
導
入
す
る
べ
き

令
和
７
年
度
も
事
業
者
が
必
要
と
す
る

米
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
最
大
限
の

フ
ォ
ロ
ー
を
続
け
る
。

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

質
問

令
和
７
年
度
か
ら
２
カ
年
を
目

途
に
国
の
財
政
支
援
を
受
け
て
策
定

（
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
同
時

改
訂
）
の
予
定
だ
が
、
市
長
の
未
来
の

仙
北
市
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
を
伺
う
。

答
弁

人
口
が
減
少
す
る
中
で
、医
療
、

福
祉
、
子
育
て
支
援
、
商
業
等
の
都
市

機
能
を
、
都
市
の
中
心
拠
点
や
生
活
拠

点
に
誘
導
、
そ
の
周
辺
や
公
共
交
通
の

沿
線
に
居
住
を
促
し
、
一
定
の
エ
リ
ア

に
お
い
て
人
口
密
度
を
維
持
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
持
続
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
今
後
も
仙
北
市
が
持
続
可
能

で
在
り
続
け
る
た
め
、
立
地
適
正
化
計

画
を
策
定
し
、
各
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

コ
ロ
ナ
対
策
（
市
独
自
の
施
策
）

の
検
証
に
つ
い
て

質
問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
そ
れ
を

理
由
に
行
っ
た
市
独
自
の
施
策
（
事
業

譲
渡
含
む
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
も
継
承

し
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

答
弁

継
続
事
業
と
し
て
行
政
Ｄ
Ｘ
推

進
事
業
、
地
域
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事

業
、
テ
レ
ワ
ー
ク
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
利

用
促
進
事
業
費
補
助
金
等
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に
対
応
し
た

経
験
が
今
後
の
市
政
運
営
に
生
か
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

令
和
の
米
騒
動
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
対
策
は
万
全
か

質
問

昨
年
の
秋
は
、
返
礼
品
の
主
力

で
あ
る
米
が
集
ま
ら
ず
苦
戦
し
た
。
結

果
と
し
て
は
寄
付
金
が
前
年
を
上
回
っ

た
が
、
依
然
不
安
定
な
状
態
が
続
い
て

い
る
。
令
和
７
年
産
米
の
集
荷
対
策
は

万
全
か
。

答
弁

昨
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

関
係
者
が
尽
力
し
て
米
不
足
を
回
避

し
、
寄
付
総
額
は
過
去
最
高
だ
っ
た
。

■ふるさと納税返礼品の
　コメの確保は万全か？

■昭和 54 年からの使用料を
　継続している伝承館
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市
の
観
光
振
興
と
産
業
振
興
を
担
っ
て

い
る
角
館
物
産
協
会
の
使
用
料
が
、
な

ぜ
売
上
げ
の
６
・
18
％
も
徴
収
す
る
の

か
。
販
売
委
託
で
は
な
い
の
で
、
市
の

行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
使
用
料
（
定

額
）
を
適
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

こ
れ
ま
で
何
十
年
も
旧
角
館
町

の
取
り
決
め
で
継
続
し
て
き
た
が
、
今

の
実
情
を
鑑
み
る
必
要
が
あ
る
か
と
思

う
の
で
、
物
産
協
会
と
腹
を
割
っ
て
協

議
し
、
一
番

い
い
形
に
し

た
い
と
思
っ

て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
白
岩
校
の
成
功
を

質
問

開
校
当
初
だ
け
で
も
、
英
語
の

話
せ
る
市
職
員
を
事
務
室
に
配
置
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
企
画
部
長
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
側
に
配
置
し
て
い
た
だ

く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
参
議
院
議
員
選
挙
ま
で
バ
ス
等
で
の

移
動
投
票
所
を
導
入
す
る
べ
き

˙ྩ̓�૯෦ɾاը෦ɾڭҭҕһձؔͷҰൠձܭॳ༧ࢉɹओͳۀࣄ

庁舎整備事業費 16億9,951万円 行政運営効率性の大幅な向上を図るため、分散化した庁舎機能
の一部集約を実施する

インターナショナルスクール
誘致事業費 1,211万円 インターナショナルスクールの誘致実現による、交流人口の増

加や雇用機会の創出等を通じた地域活性化を目指す

移住体験推進事業費 724万円 移住体験ツアーの企画・実施や、移住体験住宅の整備・運営等
に係る経費

定住対策推進事業費 548万円
移住定住人口増加に向けた経費。定住促進奨励金や新規移住者
向けに移住応援事業費助成金を交付し、移住に係る経済的負担を
軽減する

移住支援事業費補助金 422万円 東京 23 区在住者等が移住のうえ市内マッチング支援対象法人
に就職する場合等に移住に係る費用負担を助成する

総務文教常任委員会

　令和７年度の一般会計当初予算の内、総務部・企画部・教育委員会関係の予算が審査されました。ふるさ
と納税ふるさと便仙北市魅力発信事業をはじめ、定住対策推進事業、移住体験推進事業、移住支援事業費補
助金などの人口対策に係る予算や、仙北市ヤマメ・サクラマスプロジェクト事業について、活発な議論が行
われました。

令和７年度 一般会計当初予算　
インターナショナルスクール誘致事業に1,211万円計上

総務文教常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑
˗ઋࢢ৬һͷҭۀٳࣇʹؔ͢ΔྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ੍ఆʹ͍ͭͯ
࣭　育児休業の取得状況と男性が育児休業を取得する事への各部署の理解度はどうか。
ห　令和６年度の実績としては、男性・女性ともに全ての対象職員が育児休業を取得している。この事

からも男性の育児休業取得を含め、理解度が深まっていると捉えている。

˗ྩ�ɹઋࢢੜอ۠࢈ࡒಛผձܭ༧ࢉ
࣭　一般会計繰出金 588 万 4,000 円について、一般会計に補助している事業があるとの事だが、それは

何か。また、本来は一般財源単独でやるべき事業ではないのか。
ห　一般会計に補助している事業は、高野地区の桜剪定事業、上武蔵野児童公園桜伐採事業、田沢湖斉

場修繕、黒森展望台床板修繕の 4 件である。本来は、市の一般財源や補助金等があれば単独でやる
べき事業であるが、地域の事でもあり、財産区に協力をお願いした。財産区管理会で協議の上、今
回は承諾いただいた。

˗ྩ�ɹઋࢢҰൠձܭ༧ࢉ
࣭　定住対策推進事業、移住体験推進事業、移住支援事業費補助金について、それぞれの予算が違う事

は分かるが、目的はいかに移住定住を増やすかであり、3 つとも連携して行ってもらいたいがどうか。
ห　確かに、それぞれの名前が似通っており、利用希望者にとって分かりづらい状況にあるが、最終的に、

これらの事業を使っていただいて、移住定住につなげるために、仙北市に住めば得だな、魅力的だ
なと思っていただくための政策と、支援についての連携は必要だと思う。来年度から、地域おこし
協力隊を迎える事で、様々な相談検討をしながら取り組んでいきたい。

（田口 寿宜 記）

˙ྩ̓�Ұൠձܭॳ༧ࢉʢ૯จڭৗҕһձͰ৹߲ࠪͨ͠ʣ
項目 令和 7 年度予算額 令和 6 年度予算額 比　較 備　　　　　考

議会費 1億5,596万円 1億5,792万円 △196万円 議会運営に関する予算

総務費 67億8,971万円 45億328万円 22億8,643万円 人件費など行政運営全般の他、庁舎整備事業費が加わり増加

消防費 8億6,098万円 9億4,904万円 △8,806万円 災害対策、大曲仙北広域消防や消防団に関る予算

教育費 16億5,373万円 15億9,910万円 5,463万円 小・中学校や公民館等の予算

公債費 20億9,237万円 20億7,716万円 1,521万円 借金の返済
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市民福祉常任委員会

˙ྩ̓ࢢ�ຽࢱ෦ɾҩྍؔہͷҰൠձܭॳ༧ࢉ�ओͳ༰
こども家庭センター運営事業費 471万円 こども家庭センターでワンストップの子育て支援をする

MRI 検診補助金 50万円 無痛ＭＲＩ乳がん検診費用の 1/2（11,000 円）を助成

高齢難聴者補聴器購入費助成事業費 110万円 購入費用の 1/2（上限 : 課税世帯２万円・非課税世帯
２万５千円）の助成

防犯カメラ設置事業費 152万円 仙北警察署からの要望もあり、角館駅前、田沢湖駅前に防
犯活動の一環として設置する

環境衛生総務費 72万円 角館庁舎周辺のカラスのフン害が問題となっており、シス
テムでカラスの声を出し追い払う

国民健康保険特別会計への繰出金 2億127万円 一般会計からの国民健康保険特別会計への補助

後期高齢者医療特別会計への繰出金 1億3,556万円 一般会計からの後期高齢者医療特別会計への補助

介護保険特別会計への繰出金 1億678万円 一般会計からの介護保険特別会計への補助

水道事業会計への補助金 8,611万円 一般会計からの水道事業への補助

病院事業会計への補助金 11億円 一般会計からの病院事業への補助

　令和７年度一般会計予算の内、民生費・衛生費が審査されました。子育て支援事業を多数盛り込み少子高
齢化・人口減少を最重要課題と位置づけ、厳しい病院事業を継続するため、補助金を増額する予算となって
います。

令和７年度 一般会計当初予算 民生費・衛生費に８２億２,４０９万円
病院事業会計への補助金 前年度比2億8,729万円増額

˙ྩ̓�Ұൠձܭॳ༧ࢉʢࢢຽࢱৗҕһձͰ৹߲ࠪͨ͠ʣ
項目 令和 7 年度予算額 令和 6 年度予算額 比　較 備　　考

民
生
費

社会福祉費 30億3,236万円 28億　744万円 2億2,492万円 障害者や高齢者の福祉に関する予算

児童福祉費 18億5,126万円 17億1,269万円 1億3,857万円 認可保育園の運営など児童福祉の予算

生活保護費 4億6,011万円 4億5,377万円 634万円 生活保護に関わる予算

国民年金費 899万円 879万円 20万円 国民年金に関連する予算

災害救助費 66万円 79万円 △13万円 災害救援に関する予算

計 53億5,339万円 49億8,350万円 3億6,989万円

衛
生
費

保健衛生費 8億2,247万円 6億1,960万円 2億287万円 病気予防や診療所運営費などの予算

水道費 9,693万円 １億7,240万円 △7,547万円 水道事業会計への補助金

病院費 11億円 8億1,271万円 2億8,729万円 病院事業会計への補助金

清掃費 8億5,129万円 8億1,152万円 3,977万円 市町村圏組合廃棄物処理費負担金など

計 28億7,070万円 24億1,624万円 4億5,446万円

市民福祉常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑
˗ࢠอ݈ରࡦඅͷ͏ͪɺ৽ۀࣄنͰあΔݕࣇࡀ�ʹ͍ͭͯ
࣭　どのような形で初めての５歳児検診を実施するのか。
ห　令和７年度は、年７回を予定している。新規事業なので４月と５月に１回ずつ、それ以降は２ヶ月

刻みで実施予定である。内容としては保育園や保護者へアンケートを実施し、それを受けて小児科
の先生や関係機関で必要な支援を検討していくことを想定している。

（小田島 広仁 記）
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産業建設常任委員会

˙ྩ�ޫ؍�จԽεϙʔπ෦ɾྛ෦ɾݐઃ෦ؔͷҰൠձܭॳ༧ࢉ�ओͳۀࣄ
多面的機能支払交付金事業費 １億7,206万円 農地・農業用施設の保全等への共同活動支援

有害鳥獣駆除事業費 1,066万円 農作物被害対策としての電気柵等への補助

森林経営管理制度事業費 2,642万円 手入れの行き届いていない森林の経営管理等

リトリート推進事業費 100万円 モニターツアーとして地域の魅力発信者への支援

都市計画マスタープラン策定事業費 1,040万円 新たな立地適正化計画の策定

埋蔵文化財調査事業費 3,705万円 インターナショナルスクール建設予定地の調査費

角館のサクラ文化財指定
50周年記念シンポジウム事業費 172万円 文化財指定 50 周年記念事業の経費

　令和 7 年度の一般会計予算の内、労働費、農林水産業費、商工費、土木費の予算が審査されました。農作
物の被害対策として有害鳥獣駆除事業費 1,066 万円や、インターナショナルスクール建設予定地の埋蔵文化
財調査事業費 3,705 万円等が計上されております。

令和7年度 一般会計当初予算
土木費1億７，５８３万円の増額(国庫補助の増額見込む)

産業建設常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑
͍ͯͭʹࡇۀ࢈˗
࣭　会場を持ち回りとすることはできないか。また、開催趣旨・開催内容も検討すべきでは。
ห　開催場所については実行委員会で決定されるものであるが、持ち回りの意見があることも伝える。

また、農産物の出展や産業祭という名称自体も含めて検討する。
˗ϦτϦʔτਪਐۀࣄඅʹ͍ͭͯ
࣭　今年度の実績と SNS の情報発信状況は。
ห　今年度は 10 名のアーティストの方々が参加し、地域おこし協力隊の溝口隊員を中心に情報発信を

行ったが、顔を出しての発信がなかったため来年度はより多く発信していきたい。
˗ాބϚϥιϯେձʹ͍ͭͯ
࣭　予算増により参加費の値上げは考えているか。また、給水ポイント等でのランナーを主体にした対

応に不備があるのでは。
ห　参加費は値上げをせずに開催したい。また、大会を継続していくための方策として、給水ポイント

等での対応を含めて検討する。

（武藤 義彦 記）

˙ྩ��Ұൠձܭॳ༧ࢉ	ݐۀ࢈ઃৗҕһձͰ৹߲ࠪͨ͠

項　　目 令和 7 年度予算額 令和 6 年度予算額 比    較 備   　　　   考

労働費 7,485万円 7,341万円 144万円 シルバー人材センター補助金等

農林水産業費 9億4,754万円 8億6,408万円 8,346万円 基盤整備事業、有害鳥獣駆除事業費等

商工費 8億3,487万円 8億3,318万円 16万円 商工業振興、観光費等

土木費 23億1,286万円 21億3,703万円 １億7,583万円 除雪費、道路改良費等

˙ྩ̓ۀا�ձܭॳ༧ࢉɹ
企業会計名 令和 7 年度予算 令和 6 年度予算 比    較 備       考

温泉事業会計 1億1,019万円 9,069万円 1,950万円 温泉施設改良事業に係る企業債償還金等の増

水道事業会計 11億5,285万円 13億5,343万円 △2億58万円 未普及地域解消事業等の減

下水道事業会計 16億3,892万円 15億2,523万円 1億1,369万円 管路の維持管理や処理場の建設改良費の増



 講師紹介 長 内 紳 悟 氏
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現在、湯沢市の他、全国の自
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　市民提供の表紙写真の第３弾は、田沢湖生
保内の難波 和夫さんです。生保内で生まれ育
ち、30 歳から写真を始め、写真歴は 55 年に
もなり、河北写真展の特選・河北賞を始め、様々
な賞を受賞しております。
　難波さんは消防の仕事をしながら、景色だ
けでなく、人々の暮らしやイベント等を写真
に残しており、市の観光関係での情報発信に
も力を貸していただいています。令和６年度
の観光協会のポスター「秋扇湖の水没林」の
写真も難波さんのご協力によるものです。

 （小田島 広仁 記）

仙北市議会ͷ議員活動紹介

■発行／秋田県仙北市議会　〒014-1201秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30　TEL0187-43-0334
■印刷／株式会社松本印刷

ͷࣸਅୈ̏ࢴՃͷදࢀຽࢢ

長内講師の政策提言の手法に聞き入る
仙北市議会議員の面々

資金不足比率が 20％を超え
経営健全化計画を定めた大町
総合病院

長野県の大町総合病院の経営健全化の取組み
を視察した新成せんぼくのメンバー（左側４名）




